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1. はじめに 

我々は岐阜県にある白川郷地域の活性化を目指

し,スタンプラリー形式のアプリケーションを開

発した.これは iOS, Android それぞれの OS に対

応させたネイティブアプリケーションである.開

発にあたり複数の言語を習得するための学習や,

開発にあたる人員を多く必要としたため,アプリ

ケーションの完成までに長い期間を有した.加え

て,観光に関するアプリケーションは,一時的なイ

ベントで使用する目的の物が多い.しかし,短期間

の運用の際,各オペレーティングシステムに応じ

たアプリケーションを作成し,保守や管理を行う

には人員コストがかかった.そこで本研究では各

モバイルオペレーティングシステムに対応し,人

員,学習コストを抑えたアプリケーションの開発

として,フレームワークを活用した開発手法の検

討を行う.今回フレームワークを活用する事に至

った経緯として,ハイブリットアプリケーション

が課題の解決に向いていること,ネイティブの言

語に囚われず,ウェブアプリケーション開発に必

要な言語で統一することによって,プログラマー

間の理解や,共有のしやすさに目を向けたためで

ある. 

2. 関連研究 

フレームワークを活用したアプリケーション開

発の事例として,河尻らによる「魚津水族館ARお

さかな図鑑」を挙げる.[1]これは,iOS と Android

両対応のアプリケーション開発において,工数を 

 

 

 

削減するためにハイブリッドアプリケーション

の形式を採用している.しかし高レスポンスが必

要な機能においては完全にその形式を取ること

はできず,ネイティブ言語を利用し別々の開発を

行っている.これはハイブリットアプリケーショ

ンでの開発ではウェブ通信が求められるため,ネ

イティブアプリケーションよりも動作が遅いか

らである.そのため,高レスポンスが必要なアプリ

ケーションに対してはネイティブ言語での開発

が必要であると分かった.本研究では高レスポン

スを必要とする動作を含まないため,ハイブリッ

トアプリケーションの形式が最適であるといえ

る. 

3. システム概要 

本研究で開発したアプリケーションは「あいち

自慢五城フォトコンテスト＆チェックインラリ

ー」である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.チェックイン帳画面  図 2.犬山城説明画面 

愛知県内にある犬山城,小牧山城,名古屋城,岡崎城,

清洲城の５つの城を巡りながらチェックインを

行い,写真用のデコレーション素材を取得する.素

材を使い写真を加工し,フォトコンテストに応募
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すると,コカコーラ製品が当たるというものであ

る.このアプリケーションに Angular, Cordova, 

Ionic, Firebase のフレームワークを活用している. 

4. フレームワーク 

Angular は保守性が高く,部品単位での開発が可

能である.つまり,1 人の開発者が独自で開発した

コードを他の開発者が理解しやすいという利点

がある.加えて,世界的に開発者が多いウェブベー

スの開発を主体とするため,学習コストを抑える

ことが可能となる.またフルスタックフレームワ

ークにより,見た目,デザイン,動作を一括で管理す

ることができる.Cordova はクロスプラットフォ

ームであり,iOS, Android の開発言語に対応した

アプリケーションを開発できる.本アプリケーシ

ョンにおいて,ウェブ言語で実装した機能を各オ

ペレーティングシステムで動作させるために必

要となる.Ionic は UI に特化しており,コンポーネ

ント化されたプログラムを利用することで開発

工程を短縮することができる.コンポーネントは

レスポンシブデザインやタイルデザインといっ

た,スマートフォンユーザー向けのデザインが豊

富である.また,Angular がベースとなっており,ウ

ェブアプリケーションの開発に特化してい

る.Firebase はリアルタイムでデータを同期する

ことができ,バックエンドサービスを意識した開

発を回避することができる.またサーバーエンド

の人員が不要となり,アプリケーション開発をメ

インにすることができる. 

5. 開発者の声 

本研究で開発したアプリケーションのプログラ

マーは先述した白川郷のスタンプラリーアプリ

ケーション開発を行っており,そこで利用したネ

イティブ言語での開発と,今回の開発の比較した.

プログラマーの意見として,「コードの共通化に

よって,同じ開発者とのコードの共有が容易とな

り,チームでの分業がしやすくなった.」「iOS と

Android の別々の開発では仕様が違う箇所があっ

たが,おなじ UI やシステムで開発をすることがで

きた.」という回答を得た.これにより,フレームワ

ークを活用することによって従来よりも開発に

かかるコストを抑えることができたといえる.し

かし,フレームワークの利用率が低く,環境によっ

ては開発における支援を受けづらい点が問題視

された. 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.ネイティブとフレームワークでの処理の違い 

6. 今後の展望 

フレームワークを活用することで,ウェブの開発

技術を利用しながら,iOS, Android 両方のプラッ

トフォームに対応でき,開発にかかるコストを抑

えることができた.今後も多数あるフレームワー

クに触れながら理解を深め,より良い開発手法を

検討していく. 
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